
　当社グループは、従業員を重要な経営資源「人的資産」と捉えています。創業

当時から薬剤師をはじめとした従業員の教育に注力してきましたが、長期ビジョン

2035の実現に向けて、これまで以上に人的資産の強化を推進していきます。

　人的資産の強化を通じて、従業員の「グループ理念」の理解・共感を高め、従業

員が明るく働くことが可能な活力ある職場をつくることで、中長期的な企業価値

の向上とともに社会に貢献することを目指します。

　人的資産の価値を高めていくための3つの重点戦略として「多様性確保と持続可能な組織の構

築」「従業員のやりがい・納得感の向上」「働きやすい環境の整備」を掲げています。学習機会・成

長機会の提供により一人ひとりの力を最大化するとともに、従業員が組織への共感、やりがいを持っ

て仕事に取り組むことのできる制度や環境を整備し、さらに女性活躍をはじめとした人材の多様

性確保への取り組み等を通じて、組織の持続的な成長を目指します。これらの取り組みの成果と

して、従業員のエンゲージメントや労働生産性が向上し、人的資産・組織価値を高めることが、お

客さま・患者さまへの提供価値の向上や深化につながり、中長期的には売上高・収益性等の財務

価値へ転換していくものと考えています。

基本的な考え方

人的資産強化の3本柱

戦　略

3本柱にひもづく施策推進による人的資産・組織価値の向上
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納得感の向上

働きやすい
環境の整備

生み出す 
企業価値

顧客への提供価値の向上・深化
サービスの品質向上

高水準のNPS・顧客満足度の実現

経済価値（財務価値）の強化
売上高成長、収益性向上
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